
       皆さんこんにちは︕今⽉もプラスチックごみ問題について取り上げたいと思います。
6月28日と29日にG20サミットが開催され、海洋プラスチックごみ問題について話し合われました。
共通の世界のビジョンとして，2050年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染を
ゼロにまで削減することを目指す，「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」が共有されました。
今後，G20以外の国際社会の他のメンバーにも，このビジョンを共有するよう呼びかけていく
とのこと。

    I. ⾏動計画の効果的な実施の促進
      1.⾏動の実施
      G20各国による⾏動の実施を促進する。
      特に陸域を発⽣源とするプラスチックごみの海洋への流出の抑制及び削減を緊急かつ
      効果的に促進する。
    2.情報共有と継続的な情報更新
      情報共有と更新、およびG20外への展開のために、日本政府の⽀援により、ポータルサイト
      を構築する。
   Ⅱ. 協調⾏動と⾏動計画の実施のG20外への展開
      1.国際協⼒の推進
        G20各国間及び他のパートナーとの協⼒を推進する。
      2.革新的な解決策の推進
        国際的な連携を強化する。⺠間部門による⾃主的な活動を国際的に奨励し、活動を⽀援し
        さらに促進する方法を探求する。
      3.科学的情報と知⾒の共有
      4.多様な関係者の関与及び意識向上
        世界規模の意識向上を⾏う。
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プラスチックごみ問題について、私たち
1人1人も出来ることから始めてみませんか？

G20メンバーは、海洋ごみ問題について地球規模で対応する緊急性が増しているとの認識をしています。

2017年のG20ハンブルサミットで採択された「G20海洋ごみ⾏動計画」は、各国が⾃主的に⾏動計画に沿って、

海洋ごみに対してさらなる具体的な⾏動を促進するためのものです。

参考︓ ・G20海洋プラスチックごみ対策実施枠組（仮訳）

・外務省 HP

達成度合 判定 特記事項
節電大臣 1,968 kwh/月 1,263 kwh 155.8% 達成
節水大臣 11.2 ㎥/月 8.388 ㎥ 133.5% 達成

ごみ処理大臣 77.85 Kg/月 68.70 Kg 113.3% 達成
グリーン購入大臣 80 ％/月 100.0 % 125.0% 達成
製品サービス大臣 1 件/月 0 件 0.0% 未達成

内容 目標 6月実績
前年平均値維持
前年平均値維持
ゴミ総排出量削減 目標80Kg以下
グリーン購入品推進80%以上
省エネ省資源化の提案
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